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 体 を 鍛 え、 心 を 高 め る 
       校 長  小 島 英 樹 

 
 今年の夏は、ロンドンオリンピックに胸を躍らせた夏でした。 
「オリンピックは勝つことではなく、参加することに意義がある。」近代オリンピックの

提唱者、クーベルタン男爵の言葉はまさしく至言です。しかし頭では理解しつつも、マス

コミの過剰な報道にも煽られて、ついつい日本人選手のメダルの行方に一喜一憂してしま

います。 
 勝って笑顔、負けて涙もあれば、勝って涙、負けても笑顔があり、改めてそれぞれの選

手のオリンピックに賭けた強い思いと、そこに至るまでの長く険しい道のり、そして背負

ってきた重圧の大きさに気付かされます。 
 オリンピックに出場することは、ただそれだけで、そこに至るまでの想像を絶するよう

な過酷な日々の積み重ねと、並大抵ではない血のにじむような努力の連続があったであろ

うことは、容易に想像できます。 
 「オリンピックでは、思い切り楽しんでこようと思います。」という言葉は、文字通りの

「楽しむ」という意味ではなく、極限を目指すトップアスリートだからこその特別の思い

が込められています。 
 そのような選手たちが、持てる力と技のすべてを出し尽くした末に、念願のメダルを手

にした時に出てくる言葉が「感謝」の二文字です。そして、それはまた、思うように力を

発揮できずに涙ながらに会場を去っていく選手からも、決して誰のせいにすることなく同

じように発せられます。さらに言えば、無念にも国内選考で落選し、あこがれの地を踏む

ことが叶わなかった無数の選手たちの口からも、例外なく発せられる言葉です。 
 すなわち選手たちは、世界を目指して技を磨き、体を鍛えていく中で、実は自らの心を

高めてきたのです。だから勝敗を超越して、今自分があるのは決して自分一人の力だけで

はないことを知っているのです。スポーツの意義は、まさにここにあります。 
 本校は、平成２３・２４年度練馬区教育委員会研究校として、２年間体育科の研究を進

めてきました。来たる１１月２２日には、全都に向けた研究発表会を行います。大北小の

子供たちが、運動に親しむことを通して、自らの体を知り、体力を高め、心を高めていく

ことを期待しています。 
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練馬区立大泉北小学校 

校 長  小 島  英 樹 

＊９月９日は「救急の日」＊ 知っていますか？？AEDのこと                          

 
AED（自動体外式除細動器）は、けいれんを起こして血液を送れなくなった状態の心

臓に電気ショックを与え、正常なリズムに戻すための医療機器です。2004年 7月から一
般の人でも使えるようになり、病院や救急車にはもちろん、駅、学校、デパート、公共施

設など、人が多く集まるところを中心に設置されています。操作方法は音声でガイドして

くれるため、慣れれば使い方は簡単です。そのため最近では、一般の人が AEDを使用し
て救命した事例が増えてきました。本校でも設置しています。玄関を入ってすぐ左にある

ので場所を確認してみてください！！           養護教諭  伊藤由美子 
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                                       1年 谷内 あい 
 
６月２２日に「体つくり運動」で研究授業をしました。「体つくり運動」は「体ほぐしの

運動」と「多様な動きをつくる運動」に分けられ、体を動かす楽しさや心地よさを味わう

ことにより、体の調子を整えたり、友達と交流したりすることと、さまざまなスポーツの

技能につながる基本的な動きを総合的に身に付けることをねらいとしています。 
今回は、バランスをとる運動とボールを操作する運動を中心に行いました。子供たち

は夢中で体を動かし、工夫した動きを作り出していました。また、友達の動きを見て拍
手をしたり、真似したりする姿も見られました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

研究だより～１年生 研究授業～ 

  

  

  

くるっとまわ

ってみよう！ 

からだで 

じゃんけん！ 

お話もちゃんと

聞けます！ 

ひざを曲げて 

ボールキャッチ！ 

友達と一緒に 

やってみよう！ 

のしのし 

くまあるき 



 

 

 ２年 鈴木 志穂子  

 

６月２８日（木）生活科の授業で町たんけんに出かけました。栄泉、マルジン、坂口米

穀店、ハトヤ、塩部さんの畑、大泉図書館、北大泉児童館、北大泉保育園、郵便局、氷川

神社、ファミリーマート、あさひ、かしわざき肉屋、サカガミ、大泉北中学校、スーパー

バリュー、サンエイの１６か所の中からコースを選び出かけました。事前にグループで質

問を考え、インタビューの仕方、あいさつの練習などをしました。地域の方々には、子供

たちの質問に優しく答えていただきました。子供たちは、新しいものを見たり聞いたりす

る中で、自分の住んでいる場所のことを少しでも知り、笑顔で満足して帰ってくることが

できました。これも、グループごとに保護者の方に引率していただき、安全に地域の方々

とふれあうことができたからです。有意義な体験学習ができたことに感謝致します。 

 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

町たんけん（２年生） 

 
 
 

 

  

  

はじめてみる機械

だなあ。 

いろんな種類の 

お米があるなあ 

わあ、おいし

そうなあんこ

だ！ 

だいすきな本が 

いっぱいだあ！！ 

しっかり 

メモするぞお 

自転車は、船で

運ばれてくる

んだね。 



 
９月行事予定表 
◎今月の生活目標： 登校・下校の時刻を守ろう  けじめのある生活をしよう 

             進んであいさつをしよう 

日 月 火 水 木 金 土 

２ ３  

全校朝会 

給食始 

委員会活動 

 

４  

身体計測（１年） 

すっきり生活始 

 

５  

音楽朝会 

身体計測（２年） 

 

６ 

身体計測（３年） 

連合水泳記録会 

（６年） 

（本校実施のため５年

以下は４時間授業） 

７ 

身体計測（４年） 

連合水泳記録会 

予備日 

                                                  

８ 

水泳指導終 

木曜時間割 

すっきり生活終 

９ １０ 

全校朝会 

安全指導 

身体計測（５年） 

クラブ活動 

１１ 

身体計測（６年） 

 

１２  

児童集会 

保護者会 

（４・５．６年） 

１３  

避難訓練 

１年防災授業 

（３校時） 

保護者会 

（１・２．３年） 

１４ 

移動教室前健診 

（５年） 

 

１５ 

１６ １７  

敬老の日 

１８ 

月曜時間割 

 

 

６年大北中部活動

体験 

１９  

岩井移動教室 

（５年）第１日目 

２０ 

岩井移動教室 

（５年）第２日目 

水道キャラバン 

 （４年） 

２１  

岩井移動教室 

（５年）第３日目 

２２  

秋分の日 

２３ 

 

２４ 

全校朝会 

クラブ活動 

２５ 

セーフティ教室 

（２年：２～４校時） 

 

２８  

手作り遊び集会 

（１・２校時） 

２９ 

 

２６  

委員会紹介集会 

２７  

歯科染色指導 

（４年） 

学童・ひろば室合同

避難訓練（16:00～） 

３０ 

 
１０／１ 

都民の日 

 

２ 

 

 

３ 

児童集会 

 

４ 

歯科染色指導 

（６年） 

生活科見学（２年） 

５ 

音楽鑑賞教室 

６ 

 

 

  
学校生活臨時支援員  9月より学校生活臨時支援員、鈴木あゆ美先生が配置されます。 
 

夏季水泳指導の忘れ物  結構たくさんの忘れ物をお預かりしています。ゴーグル、タオル各３ 

             点。靴下、シャツ、靴下、各１点。水泳カードケース多数。各教室に

回覧し、残ったものを９月１２、１３日の両日職員室前特設展示場に

置いておきますので来校の際、御覧ください。 

 

ホームページ  ご覧いただけましたでしょうか。これからも新鮮な情報をUPしていきますので、 

ぜひご愛顧ください。 

副校長より            水泳を頑張った児童      副校長 城 﨑  真 
 私は、この夏休みに一つの感動をもらいました。それは、水泳を頑張っていた児童のことです。 
 私も毎日プールに足を運べたわけではないのですが、その児童はいつも来ていました。そして、

教えられたことを素直に一生懸命練習していました。５ｍ泳ぐのがやっとだったその児童も回を重

ねるごとに上達し、ついに前半の最後には、１５ｍを泳ぎ切ることができました。 
 残念ながら、後半のプールには行くことができなくその児童のその後を見ることはできませんで

したが、きっとこの夏休みは、いつもとちょっと違った夏休みになったことと思います。 
 「大北小の夏のプールに毎日行けば、泳げるようになるわよ。」という声が、保護者の中で聞かれ

るようなそんな学校にしていきたいです。 


